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プロジェクト¥圃告書

団体名Ｑ園白十字会剃澗学校

自立援助ホーム湘南つぱさの家

▼報告書の鋼､､および記入にあたっての注意点

この報告書(精窮留告書以外)Ｉま､ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを慈定してご湿入ください｡また､繕集段階で､表

記。 りますので､あらかじめご了承〈だ劃､｡語尾の誕圏ま『です．ます｣圏でお鰹､しますも報告翻こ褐職するた

め活動の内容がよくわかる写喫(2枚程度｡弓冥の肖醗箇闘題が楓,､ものの提仕庵お園､致Lます)を添付して下さい。

1.ブﾛラｪｸﾄ名
「 地域生活自立支援ブﾛヅｪｸﾄ」

2.プロジェクトの目的とその背景300文字まで

施謡を退所､または家庭から社封こ自立をしていく青少年を支える制度は殆どありません｡地域で安定した生活を送

り､自立をしていく為に､定期的な訪問面会や生活相談を通し､社会的孤立を防ぐこと｡また就労相談を通し､就労定

着を図る必要があります｡この事謂ま未来の自立援助ホームの機能に結び付く重要な取り組みになります。

3.プロジェクトの内容300文字まで

｢地域生活支援の広報活動､啓発活動､相談援助業務』

施謡朗1後の支援が必要であることを､県内児鰯繍施謡壁員研究会､児童福祉関係者有志の勉強会､児童相談所

の部会､青年期支援のネットワーク団体などに参加し広報していきました｡施設退所後のアフターケアの実情を学

び､他機関の見学､関係者とのネットワーク構築､シンポジウムの企画などを通して､社会的養護児童や青年の地域

生活支援への啓発活動を行いました｡相談援助業務としては､ホームへの入居に繋がった例や､福祉事務所などか

らの相談などはありましたが､新規の相談件数は少なく､ホームを退居した青年への支援が主になりました。

4.ブﾛシｪｸﾄ実圃こあたっての工夫点とその効果300文字まで

３月に企画したシンポジウムでは多数の参瓶堵で盛況となり､施設退所後支援の必要性を共有しました。

青年期支援のネットワークでは､他機関と問題を共有し､新たな支援体制構鍋こ向けて準備を進めていくことも検討

し､他団体とは青年期支援の業務提携を結びました｡この活動を通した最大の業績は､国の｢児童著講施設等ｱﾌﾀ

ｰｹｱ事業』の委託を県から受けることに繋がったことです。

5.全体的所感､終了しての感想など300文字まで

6.参考資料

支援対象ブﾛシｪｸﾄで作成したチラシ､バﾝﾌﾚｯﾄやマスコミで紹介された記

事顎さ現#調ﾐたはｺピｰ､活動風景の写真を参考資料として提供してください。
参考資料あり・廃正和


